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新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
別
紙

人生100年時代！『わかやまプレ100歳大学』開講！
　

令
和
3
年
7
月
19
日（
月
）を
皮
切
り
に
、
23

日（
金
）、26
日（
月
）、8
月
3
日（
火
）、9
日（
月
）

の
合
計
5
日
間
で
10
講
座
、
人
生
下
山
の
学
び

と
し
て
、『
わ
か
や
ま
プ
レ
100
歳
大
学
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
『
わ
か
や
ま
プ
レ
100
歳
大
学
』
は
、
人
生
100
年

時
代
と
言
わ
れ
る
中
、
高
齢
期
を
人
生
の
二
幕

目
と
と
ら
え
、
二
幕
目
の
人
生
を
生
き
き
る
た

め
、
人
生
の
下
山
の
学
び
を
総
合
的
に
行
う
も

の
と
し
て
、
正
式
な
100
歳
大
学
設
置
を
目
指
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
く
中
で
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
組
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

「
健
康
」「
長
寿
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
元
気
な
高
齢

者
が
、〈
栄
養
〉〈
運
動
〉〈
社
会
参
加
〉
の
3
本

柱
を
軸
に
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
し
て
、
100
歳
大
学
は
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

100
歳
大
学
は
、「
老
い
の
義
務
教
育
」
と
し
て
、

公
設
民
営
で
の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
100
歳
大
学
の
設
置
に
向
け
、
令
和
２

年
10
月
に
立
ち
あ
げ
ま
し
た
一
般
社
団
法
人
和

歌
山
県
健
康
長
寿
推
進
協
議
会
（
浦
口
高
典
代

表
理
事
）
も
全

面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
お

り
ま
す
。
ご
自

分
の
人
生
を
元

気
に
全
う
す
る

た
め
に
、
皆
さ

ん
も
一
度
受
講

し
、
共
に
学
び

行
動
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん

か
！！

＂プレ学長＂ として講義／テレビ和歌山のニュース番組でも報道
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浦口こうてん

「
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
」実
現
へ

「
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
」実
現
へ

「わかやまプレ100歳大学」配布チラシ

▲前原誠司・元外務大臣と国民民主党京都府連大会にて

▲週3回「ニッケンスクール高典塾」で日本拳法指導を30年以上継続中 ▲大和御前・秋季大祭にて餅まき ▲’21衆議院総選挙最終日

▲総務委員会ですさみ町移住調査
▲�片桐県議と「IR対策特
別委員会」に臨む

▲�今回主催県の青木・三重県議会
議長と▲「�わかやま100歳大学」の設置について尾花和歌山市長に説明・陳情

▲龍神理学療法士と

▲ハナビラタケ生産工場にて▲かつらぎ町・中阪町長（右から3人目）と▲観音山フルーツパーラーの児玉社長と

▲�コロナ禍で困っている皆さんの
ため仁坂知事に会派で陳情

▲
�県当局と質問

打ち合わせにて
熱い議論を

▲御坊市・三浦市長（左から3人目）と

▲田辺市戦争遺産、白井語り部と

▲串本町ロケット発射場など調査

▲岸本代議士５期目当選 ▲岸本周平個人演説会にて応援演説▲田辺市・真砂市長と
▲�倫理法人会モーニ
ングセミナー講話▲党県連で全国幹事長会議

▲�（一社）健康長寿推
進協議会にて ▲�議員在職15年以上表彰

「
健
康
・
医
療
産
業
」

「
健
康
・
医
療
産
業
」新
産
業
創
出

新
産
業
創
出

雇
用
増
加
へ

雇
用
増
加
へ

「
健
康
長
寿
」

に
本
気
で
取

り
組
む
滋
賀

県
と
、大
き
く

差
が
あ
る
和
歌
山
県
は
？

「
健
康
長
寿
日
本
一
わ

か
や
ま
」実
現
へ
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て

「
健
康
・
医
療
産
業
」

創
出
の
た
め
、
産
業

界
の「
シ
ー
ズ
」（
種
）

と
健
康
・
医
療
分
野

の「
ニ
ー
ズ
」（
欲
求
）の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
！

人
口
減
少
対
策「
和
歌
山

県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」は
？

和歌山放送（ラジオ）スタジオにて

⒈
雇
用
創
出
に
関
す
る
5
年
間
の
成
果
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
は
本
県
の
最
重
要
課
題
で
、
自
然
減
と
社
会
減
の
両
面
か
ら

対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
に
社
会
減
対
策
で
は
、
雇
用
が
大
切
で
こ
れ
ま
で
「
和
歌

山
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
、
5
年
間
で
97
件
、
１
，７
０
０
人
以
上

の
新
規
雇
用
を
創
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
減
は
続
い
て
お
り
、
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
、
毎
年

度
の
新
政
策
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
地
方
創
生
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

⒉
和
歌
山
県
の
経
済
再
生
に
つ
い
て

⑴『
わ
か
や
ま
起
業
塾
』に
つ
い
て

『
わ
か
や
ま
起
業
塾
』
は
、創
業
希
望
者
が
事
業
経
営
に
必
要
な
「
知

識
」「
ス
キ
ル
」
を
実
践
的
に
習
得
す
る
た
め
の
講
座
。
第
一
期
『
わ
か
や
ま
起
業
塾
』
令

和
2
年
10
月
17
日
か
ら
12
月
5
日
ま
で
全
8
日
で
19
名
が
卒
塾
。
経
済
全
体
の
活
性
化
・

産
業
の
担
い
手
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
創
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

志
の
高
い
創
業
者
を
生
み
出
し
て
い
く
。

⑵「
健
康
・
医
療
・
福
祉
」に
着
目
し
た
新
産
業
に
つ
い
て

県
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
新
産
業
へ
の
進
出
や
事
業
転
換
が
必

要
で
、
そ
の
中
で
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
は
、
重
要
な
産
業
の
ひ
と
つ
。
県
内
に
お
け

る
民
間
企
業
、
医
療
・
福
祉
関
係
、
大
学
等
の
効
果
的
な
連
携
を
促
し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

関
連
す
る
産
業
創
出
及
び
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
「
わ
か
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
立
。
新
た
な
産
業
の
創
出
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

⒈
滋
賀
県
の
実
績
評
価
は
？�
…
…
…〔
ウ
ラ
面
上
部
参
照
〕

滋
賀
県
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
県
の
衛
生
科
学
セ

ン
タ
ー
が
健
康
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
活
用
、
啓
発
資

料
を
作
成
な
ど
、
県
民
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
所
圏
域

や
市
町
ご
と
の
分
析
も
行
い
、
そ
の
結
果
を
各
市
町
が
課
題
を
認
識
し

た
上
で
、
減
塩
や
喫
煙
対
策
な
ど
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
長
年
に

わ
た
り
地
道
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
大
へ
ん
す
ば
ら
し
い
と
思

う
。（
要
旨
・
以
下
同
じ
）

⒉
県
の
目
標
と
進
捗
状
況
は
？�

…
…
…〔
ウ
ラ
面
下
部
参
照
〕

平
成
30
年
3
月
に
中
間
見
直
し
を
行
っ
た
第
三
次

県
健
康
増
進
計
画
の
中
で
、
49
項
目
の
目
標
値
を
設
定
。「
み
ん
な
で

実
践
！
健
康
づ
く
り
運
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
推
進
、「
健
康
推
進
員
」

の
更
な
る
養
成
な
ど
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
県
民
の
皆

様
に
本
県
の
状
況
を
周
知
し
、
全
国
順
位
を
盛
り
込
み
な
が
ら
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
長
期
総
合
計
画
の
目
標
で
あ
る
「
健
康
長
寿
日
本
一
わ

か
や
ま
」
の
実
現
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
取
組
を
進
め
て
い
く
。

⒈「
運
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」参
加
者
8
万
人（
知
事
約
束
）に
つ
い
て

本
年（
Ｒ
３
）8
／
31
現
在
、９
，４
１
２
人
。こ
れ
ま
で
登
録
者
数
を
増

や
す
た
め
、「
県
民
の
友
」な
ど
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
啓
発
や
健
康
推
進
員
に
よ
る
勧
誘
、

ま
た
、全
国
健
康
保
険
協
会
和
歌
山
支
部
と
協
力
し
、取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
も
市
町
村
や

関
係
機
関
等
と
も
連
携
を
図
り
、楽
し
み
な
が
ら
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ

う
、引
き
続
き
、効
果
的
な
啓
発
等
を
実
施
し
、目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

⒉「
健
康
推
進
員
」２
，５
０
０
人
に
つ
い
て

本
年（
Ｒ
３
）8
／
31
現
在
、
２
，１
２
２
人
。健
康
推
進
員
の
活
動
内
容

は
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
啓
発
、
健
康
教
室

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
り
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
活
動
も
縮

小
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
感
染
状
況
を
み
な
が
ら
、
健
康
推
進
員
の
知
識
を
高
め
る
た
め

の
研
修
や
健
康
推
進
員
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
活
動
の
活
発
化
を
図
り
た
い
。

⒊
前
二
事
業
の
現
状
の
認
識
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

ど
う
も
笛
吹
け
ど
皆
踊
ら
ず
で
、
責
任
を
背
負
う
私
の
ほ
う
が
元
気
が
な
く
な
っ

て
い
く
よ
う
な
感
じ（
笑
）。
健
康
長
寿
の
実
現
の
た
め
に
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
取
組

が
必
要
。
ま
た
個
人
の
健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
向
上
と
と
も
に
、
社
会
の
機
運
の
高
ま

り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
食
事
、
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

に
気
を
つ
け
る
こ
と
。
一
歩
一
歩
施
策
の
展
開
を
目
指
し
、
い
つ
か
は
富
士
山
（『
健
康

長
寿
日
本
一
』）
に
と
考
え
て
い
る
。

⒈
新
産
業
の
創
出
「
健
康
・
医
療
産
業
」
に
つ
い
て

県
で
は
和
歌
山
県
産
業
技
術
基
本
計
画
に
お

い
て
、「
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
戦
略
分
野
」
の
中
に
「
医
療
・
福

祉
分
野
」
及
び
「
バ
イ
オ
食
品
分
野
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

「
わ
か
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
県

内
民
間
企
業
、
医
療
・
介
護
関
係
団
体
、
大
学
等
の
連
携
を
促
し
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出
及
び
振
興
を
図
る
た
め
設
立
し
た
も
の
で

あ
る
。

設
立
後
、
先
進
技
術
の
取
組
紹
介
や
、
医
療
・
介
護
関
係
者
か
ら

の
ニ
ー
ズ
報
告
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
開
催
に
よ
る
会

員
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
実
施
し
て
き
た
。
議
員
か
ら
も
紹
介
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
機
能
性
食
品
の
実
証
実
験
の
実
施
や
介
護
機
品
の

開
発
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
成
果
も
出
て
き
て
い
る
。

今
後
も
産
業
界
の
「
シ
ー
ズ
」（
種
）と
、
医
療
・
福
祉
分
野
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
分
野
で
の
「
ニ
ー
ズ
」（
欲
求
）の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
機
能
性

食
品
等
、
更
な
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
発
展
へ
つ
な
げ
る
。

令和３年２月定例会令和３年２月定例会

令和３年９月定例会

令和３年９月定例会

▲

「わかきん体操」の
寺田代表と

＂ハイ、ポーズ！＂

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

知
事

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

商
工
観
光
労
働
部
長

商
工
観
光
労
働
部
長

商
工
観
光
労
働
部
長

企
画
部
長



No.2

1985年 2015年 2020年
1985年→2015年 2015年→2020年 高齢化率

2020年
1月時点増減 増減率 増減 増減率

和歌山市選挙区 401,352 364,154 356,858 ▲ 37,198 ▲ 9.3% ▲ 7,296 ▲ 2.0% 30.2%

海南市・海草郡選挙区 82,255 61,066 56,664 ▲ 21,189 ▲ 25.8% ▲ 4,402 ▲ 7.2% 37.6%

橋本市選挙区 56,755 63,621 60,863 6,866 12.1% ▲ 2,758 ▲ 4.3% 32.2%

有田市選挙区 35,401 28,470 26,553 ▲ 6,931 ▲ 19.6% ▲ 1,917 ▲ 6.7% 33.8%

御坊市選挙区 30,450 24,801 23,488 ▲ 5,649 ▲ 18.6% ▲ 1,313 ▲ 5.3% 31.6%

田辺市選挙区 88,263 74,770 69,906 ▲ 13,493 ▲ 15.3% ▲ 4,864 ▲ 6.5% 32.7%

新宮市選挙区 40,465 29,331 27,187 ▲ 11,134 ▲ 27.5% ▲ 2,144 ▲ 7.3% 36.9%

紀の川市選挙区 64,431 62,616 58,856 ▲ 1,815 ▲ 2.8% ▲ 3,760 ▲ 6.0% 32.2%

岩出市選挙区 28,066 53,452 53,993 25,386 90.5% 541 1.0% 22.9%

伊都郡選挙区 38,373 24,721 22,818 ▲ 13,652 ▲ 35.6% ▲ 1,903 ▲ 7.7% 40.4%

有田郡選挙区 56,496 45,785 43,176 ▲ 10,711 ▲ 19.0% ▲ 2,609 ▲ 5.7% 32.9%

日高郡選挙区 63,176 51,544 48,680 ▲ 11,632 ▲ 18.4% ▲ 2,864 ▲ 5.6% 34.0%

西牟婁郡選挙区 44,743 40,649 39,197 ▲ 4,094 ▲ 9.2% ▲ 1,452 ▲ 3.6% 34.4%

東牟婁郡選挙区 56,980 38,599 34,794 ▲ 18,381 ▲ 32.3% ▲ 3,805 ▲ 9.9% 44.4%

県　計 1,087,206 963,579 923,033 ▲ 123,627 ▲ 11.4% ▲ 40,546 ▲ 4.2% 32.4%

浦口こうてんの県政報告

生活行動に関する都道府県ランキング平成28年都道府県別健康寿命

滋賀県と和歌山県の平均寿命の都道府県別順位の推移

令和元年度　都道府県別　要介護認定率（令和3年8月31日公表）選挙区別の人口の推移（1985年～2015年～2020年）と
高齢化率（2020年１月）

ボランティア活動 スポーツ 旅行・行楽 趣味・娯楽 学習・自己啓発・訓練
順位 都道府県 行動者率 順位 都道府県 行動者率 順位 都道府県 行動者率 順位 都道府県 行動者率 順位 都道府県 行動者率
1 滋 賀 県 33.9 1 東 京 都 75.7 1 東 京 都 78.5 1 千 葉 県 90.6 1 東京都 46.2 
2 岐 阜 県 33.4 2 埼 玉 県 72.6 1 愛 知 県 78.5 2 東 京 都 90.1 2 神奈川県 43.9 
3 島 根 県 33.1 3 神奈川県 72.4 3 神奈川県 78.0 2 神奈川県 90.1 3 千葉県 41.1 
4 熊 本 県 32.7 4 千 葉 県 71.6 4 埼 玉 県 77.9 4 埼 玉 県 89.3 3 京都府 41.1 
5 佐 賀 県 32.6 4 滋 賀 県 71.6 5 滋 賀 県 77.6 5 愛 知 県 88.8 5 滋賀県 39.9 
6 鹿児島県 32.6 6 愛 知 県 71.2 6 千 葉 県 77.4 6 滋 賀 県 88.5 6 埼玉県 39.0 
7 富 山 県 32.4 7 京 都 府 70.1 7 富 山 県 76.1 7 京 都 府 88.3 7 兵庫県 38.9 
8 長 野 県 32.3 8 兵 庫 県 69.5 8 奈 良 県 75.6 8 石 川 県 88.0 8 奈良県 38.7 
9 福 井 県 32.2 8 奈 良 県 69.5 9 三 重 県 75.2 9 茨 城 県 87.5 9 大阪府 37.7 
9 鳥 取 県 32.2 10 栃 木 県 69.3 10 群 馬 県 75.0 10 兵 庫 県 87.2 10 岡山県 37.0 
11 山 形 県 32.1 11 石 川 県 69.1 10 岐 阜 県 75.0 11 広 島 県 87.1 ― 全国 36.9 
12 石 川 県 31.6 ― 全国 68.8 12 山 梨 県 74.2 ― 全国 87.0 11 宮城県 36.7 
13 岡 山 県 30.8 12 茨 城 県 68.5 13 宮 城 県 74.1 12 富 山 県 87.0 12 福岡県 36.6 
14 岩 手 県 30.2 13 山 梨 県 68.2 14 石 川 県 73.9 12 岡 山 県 87.0 13 愛知県 36.3 
15 大 分 県 29.8 13 静 岡 県 68.2 14 兵 庫 県 73.9 14 奈 良 県 86.9 14 山梨県 35.2 
16 山 梨 県 29.7 13 鹿児島県 68.2 16 福 井 県 73.6 15 宮 城 県 86.7 15 長野県 35.1 
17 静 岡 県 29.4 16 群 馬 県 68.1 16 福 岡 県 73.6 16 静 岡 県 86.6 16 三重県 34.9 
18 宮 崎 県 29.1 16 長 野 県 68.1 - 全国 73.5 16 三 重 県 86.6 17 富山県 34.3 
19 三 重 県 29.0 18 富 山 県 67.9 18 長 野 県 73.5 16 大 阪 府 86.6 17 福井県 34.3 
20 群 馬 県 28.3 18 沖 縄 県 67.9 18 静 岡 県 73.5 19 群 馬 県 86.3 17 広島県 34.3 
21 香 川 県 28.2 20 岐 阜 県 67.4 20 茨 城 県 73.4 19 福 岡 県 86.3 20 茨城県 34.2 
22 福 島 県 28.1 21 大 分 県 67.2 21 岡 山 県 73.3 21 長 野 県 85.6 21 石川県 34.1 
22 福 岡 県 28.1 22 三 重 県 66.9 22 京 都 府 73.1 22 福 井 県 85.4 21 香川県 34.1 
24 山 口 県 27.8 22 大 阪 府 66.9 23 新 潟 県 72.7 22 岐 阜 県 85.4 23 群馬県 33.9 
25 長 崎 県 27.7 24 岡 山 県 66.8 24 山 形 県 72.5 24 北 海 道 85.2 24 沖縄県 33.8 
26 愛 媛 県 27.5 24 愛 媛 県 66.8 25 栃 木 県 72.4 24 香 川 県 85.2 25 岐阜県 33.7 
27 秋 田 県 27.2 26 熊 本 県 66.7 26 大 阪 府 71.4 26 山 梨 県 84.9 25 佐賀県 33.7 
28 奈 良 県 26.8 27 広 島 県 66.5 27 福 島 県 70.3 27 大 分 県 84.5 27 静岡県 33.3 
29 宮 城 県 26.7 28 宮 城 県 66.4 28 広 島 県 70.1 28 山 口 県 84.3 28 和歌山県 33.0 
30 茨 城 県 26.2 29 香 川 県 66.0 28 大 分 県 70.1 29 栃 木 県 84.2 29 愛媛県 32.6 
30 栃 木 県 26.2 30 山 口 県 65.8 30 北 海 道 69.1 30 岩 手 県 84.0 30 栃木県 32.5 
30 徳 島 県 26.2 30 福 岡 県 65.8 31 鳥 取 県 68.7 30 山 形 県 84.0 31 大分県 32.2 
― 全国 26.0 32 徳 島 県 65.4 31 山 口 県 68.7 30 島 根 県 84.0 32 熊本県 32.1 
33 兵 庫 県 26.0 33 鳥 取 県 65.2 33 秋 田 県 68.5 33 沖 縄 県 83.9 33 徳島県 31.8 
34 広 島 県 25.6 34 福 井 県 65.0 33 佐 賀 県 68.5 34 愛 媛 県 83.6 34 山口県 31.5 
35 神奈川県 25.5 35 北 海 道 64.9 35 愛 媛 県 67.8 35 鹿児島県 83.5 35 鳥取県 31.3 
36 千 葉 県 25.2 36 長 崎 県 64.5 36 島 根 県 67.6 36 福 島 県 83.4 35 島根県 31.3 
37 沖 縄 県 25.1 36 宮 崎 県 64.5 37 香 川 県 67.5 36 和歌山県 83.4 37 北海道 31.0 
38 愛 知 県 24.6 38 和歌山県 63.6 38 和歌山県 67.4 38 新 潟 県 83.3 38 山形県 30.8 
38 京 都 府 24.6 39 島 根 県 63.5 39 徳 島 県 66.8 39 鳥 取 県 83.1 39 長崎県 30.0 
40 新 潟 県 24.5 40 佐 賀 県 63.4 39 鹿児島県 66.8 40 佐 賀 県 83.1 40 鹿児島県 29.2 
41 埼 玉 県 24.2 41 福 島 県 63.1 41 熊 本 県 66.6 41 長 崎 県 83.0 41 宮崎県 29.1 
42 和歌山県 24.2 42 高 知 県 62.7 42 宮 崎 県 65.9 42 熊 本 県 82.3 42 岩手県 29.0 
43 北 海 道 22.6 43 新 潟 県 62.6 43 岩 手 県 65.7 43 徳 島 県 82.1 42 新潟県 29.0 
43 高 知 県 22.6 44 山 形 県 61.6 44 長 崎 県 62.2 44 宮 崎 県 81.0 44 福島県 28.9 
45 青 森 県 22.4 45 岩 手 県 60.6 45 高 知 県 60.8 45 青 森 県 80.7 45 高知県 27.7 
46 東 京 都 21.6 45 秋 田 県 60.6 46 青 森 県 59.4 46 高 知 県 80.5 46 秋田県 27.4 
47 大 阪 府 20.6 47 青 森 県 56.0 47 沖 縄 県 52.4 47 秋 田 県 80.3 47 青森県 24.8 

都道府県
2019年度（令和元年度）

被保険者数 要介護認定者数 認定率
1 和歌山県 308,932 67,333 21.8%
2 大 阪 府 2,380,463 515,568 21.7%
3 愛 媛 県 441,521 92,130 20.9%
4 京 都 府 738,375 153,925 20.8%
5 島 根 県 229,339 47,686 20.8%
6 岡 山 県 566,567 116,999 20.7%
7 秋 田 県 360,024 72,251 20.1%
8 北 海 道 1,658,753 332,167 20.0%
9 徳 島 県 242,992 48,571 20.0%
9 兵 庫 県 1,569,204 312,965 19.9%
11 長 崎 県 434,236 86,487 19.9%
12 熊 本 県 543,514 107,462 19.8%
13 香 川 県 301,647 59,225 19.6%
14 鹿児島県 513,542 100,476 19.6%
15 鳥 取 県 176,859 34,338 19.4%
16 東 京 都 3,140,207 608,092 19.4%
17 岩 手 県 405,813 77,954 19.2%
18 福 島 県 580,210 111,346 19.2%
19 広 島 県 817,719 156,315 19.1%
20 福 岡 県 1,400,238 267,453 19.1%
21 山 口 県 464,711 88,258 19.0%
22 高 知 県 245,430 46,529 19.0%
23 新 潟 県 718,362 134,882 18.8%
24 富 山 県 335,557 62,657 18.7%
25 三 重 県 529,306 97,692 18.5%
― 全　 国 35,547,629 3,798,761 10.7%
26 奈 良 県 417,380 76,926 18.4%
27 宮 城 県 637,140 116,428 18.3%
28 佐 賀 県 245,082 44,640 18.2%
29 大 分 県 372,656 67,554 18.1%
30 山 形 県 358,964 64,242 17.9%
31 青 森 県 417,095 74,391 17.8%
32 沖 縄 県 324,554 57,599 17.7%
33 神奈川県 2,308,152 405,774 17.6%
34 福 井 県 232,566 40,825 17.6%
35 石 川 県 333,415 58,243 17.5%
36 滋 賀 県 367,069 63,830 17.4%
37 群 馬 県 574,925 99,736 17.3%
38 長 野 県 651,100 111,679 17.2%
38 岐 阜 県 601,987 101,484 16.9%
40 愛 知 県 1,875,317 311,393 16.6%
41 宮 崎 県 348,029 57,173 16.4%
42 千 葉 県 1,706,102 278,077 16.3%
43 静 岡 県 1,087,556 174,777 16.1%
43 栃 木 県 556,808 87,945 15.8%
45 山 梨 県 249,127 38,985 15.6%
46 茨 城 県 840,954 129,569 15.4%
47 埼 玉 県 1,938,130 298,293 15.4%

市　町　村
2019年度（令和元年度）

被保険者数 要介護認定者数 認定率
1 北 山 村 198 52 26.3%
2 串 本 町 7,230 1,768 24.5%
3 御 坊 市 7,378 1,792 24.3%
4 田 辺 市 24,004 5,745 23.9%
5 紀 美 野 町 4,063 953 23.5%
6 和 歌 山 市 110,815 25,763 23.2%（※1）
7 日 高 町 2,335 528 22.6%
8 古 座 川 町 1,391 313 22.5%
9 高 野 町 1,316 293 22.3%
9 す さ み 町 1,861 414 22.2%
11 紀 の 川 市 20,005 4,444 22.2%
12 新 宮 市 10,468 2,297 21.9%

和 歌 山 県 308,932 67,333 21.8%（※2）
13 上 富 田 町 4,102 892 21.7%
14 かつらぎ町 6,460 1,383 21.4%
15 日 高 川 町 3,399 727 21.4%
16 白 浜 町 7,963 1,688 21.2%
17 那智勝浦町 6,285 1,295 20.6%
18 海 南 市 18,151 3,697 20.4%
19 由 良 町 2,137 435 20.4%
20 み な べ 町 4,024 817 20.3%
21 有 田 川 町 8,393 1,675 20.0%
22 橋 本 市 20,030 3,938 19.7%
23 太 地 町 1,230 237 19.3%
24 湯 浅 町 4,175 790 18.9%
25 有 田 市 9,426 1,701 18.0%
26 九 度 山 町 1,889 339 17.9%
27 美 浜 町 2,450 416 17.0%
28 岩 出 市 12,423 2,089 16.8%
29 広 川 町 2,368 396 16.7%
30 印 南 町 2,963 456 15.4%

出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告」

※総人口、増減、増減率：国勢調査（2020年は速報値）に基づく
※高齢化率：「長寿社会課　和歌山県における高齢化の状況」（2020年1月時点）に基づく

（※）�和歌山市の要介護認定率は23.2％（※1）で和
歌山県の21.8％（※2）より高い。そこで、和
歌山市の要介護認定率を県内の印南町、も
しくは埼玉県と同じ 15.4％まで下げるこ
とが出来ると和歌山市の要介護認定者は
25763人から17065人、つまり8698
人減少することになる。これを和歌山県全
体の要介護認定者数 67333人から、この
分を引くと 58635人になり、それを県全
体の被保険者数で割ると 19.0％▶︎（四捨五
入）となり、2.8％下がり、全国ランキン
グでいうと一気に 21位となる。

A�和歌山市の1985年～2015年までの「人口減少率」は、47ある都道府県庁所在地の
中で長崎市に次いで二番目に高い。（三番、青森市）
B�和歌山県の2020年の人口は、終戦後の 1945年当時ほぼ同じであるが、この年の高齢
化率はわずか約6％であったが、2020年はその 5倍以上の32.4％である。
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橋本修二（2017）：健康寿命の全国推移の算定・評価に関する研究―全国と都道府県の推移―（平成29年度分担研究報告書）より

「平成28年社会生活基本調査結果」（総務省統計局）を基に作成
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